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１．応募者の概要

粗鋼生産量日本一のＪＦＥスチール西日本製鉄所（福山地区）

鉄鉱石輸入量
上位１３港

1600万ｔ以上

1200～1599万ｔ

800万ｔ～1199万ｔ

～799万ｔ

神戸製鋼所（加古川）

JFEスチール（西日本倉敷地区）

JFEスチール（西日本福山地区）

新日本製鐵（大分）
住金鋼鉄和歌山

新日本製鐵（名古屋）

JFEスチール
（東日本京浜地区） 新日本製鐵（君津）

住友金属工業（鹿島）

JFEスチール
（東日本千葉地区）

岸壁-17m 航路-16m

岸壁-17m 航路-16m

岸壁-27m －
岸壁-14m －

岸壁-19m 航路-19m

岸壁-14m 航路-14m

岸壁-18m 航路-18m

岸壁-19m 航路-19m岸壁-23m 航路-23m

岸壁-17m 航路-17m

万トン

※出典：2007年港湾統計（年報）

○粗鋼生産量は日本一（福山地区）

○世界最大の一貫製鉄所（福山地区＋倉敷地区）

○鉄鉱石輸入量も毎年全国１～３位を推移（2003年は１位）

1 水島 1677
2 木更津 1546
3 福山 1540
4 大分 1356
5 鹿島 1345
6 東播磨 1324
7 名古屋 1046
8 北九州 860
9 川崎 739
10 千葉 704
11 和歌山下津 607
12 呉 567
13 室蘭 367

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

福山（JFE）
君津（新日鐵）
倉敷（JFE）

大分（新日鐵）
鹿島（住金）

加古川（神鋼）
名古屋（新日鐵）

京浜（JFE）
千葉（JFE）

和歌山（住金）
八幡（新日鐵）
呉（日新製鋼）
室蘭（北海）
小倉（住金）
神戸（神鋼）

単位：千トン

製鉄所別粗鋼生産量（2007年度）

出典：日刊鉄工新聞HP
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１．応募者の概要

企業を取り巻く状況

○世界の粗鋼生産量は１３億トンを突破（2007年度）

○中国鉄鋼メーカーの躍進が著しく世界９位に後退（2009年度）

粗鋼量（万t/年）

2009年
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2008年
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国際競争力の強化が

急務の課題！

国際競争力の強化が

急務の課題！
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２．国際戦略バルク港湾としての目的と目標

ＪＦＥスチールの強み

世界最先端の技術力世界最先端の技術力

高品質の製品高品質の製品 最新鋭の設備投資最新鋭の設備投資 環境技術の開発環境技術の開発

低純度のオーストラリア産の鉄鉱石
からの高品質の鉄を生み出す技術力

製鋼能力増強工事により粗鋼生産能力増強へ
・福山地区 ：年間１，３００万トン
・西日本製鉄所：年間２，３００万トン
（福山地区，倉敷地区）

低純度のオーストラリア産
から生産体制が確立済

低純度のオーストラリア産
から生産体制が確立済

○オーストラリア産の鉄鉱石から高品質の製品の生産体制が確立

○設備投資により世界最大の生産体制をさらに能力強化

○製鉄所の製鋼過程で発生するスラグを環境修復等にリサイクルする環境技術

西日本製鉄所の拠点化
質・量共に世界一を保持
２０１１年５月完工

西日本製鉄所の拠点化
質・量共に世界一を保持
２０１１年５月完工

発生浚渫土とスラグを再利用し
瀬戸内海の海砂利採取跡地を
環境修復（実験的提案）

発生浚渫土とスラグを再利用し
瀬戸内海の海砂利採取跡地を
環境修復（実験的提案）
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▲：鉄鉱石積地

●：石炭積地

●
●

▲
▲
▲▲ ▲

南アフリカ

≫

※輸入量はＪＦＥ福山地区

オーストラリア鉄鉱石輸入量943万トン（2009年）
ポートヘッドランド 出航可能喫水約-18m
ポートウォルコット 出航可能喫水約-18m
ポートダンピア 出航可能喫水約-18m

ブラジル鉄鉱石輸入量296万トン（2009年）
ツバラオ 出航可能喫水約-20ｍ
ポンタデマデイラ 出航可能喫水約-23ｍ

２．国際戦略バルク港湾としての目的と目標

○将来性の高いオーストラリア産鉄鉱石の輸入により、国際競争力を強化

鉄鉱石輸入の見通し

オーストラリア鉄鉱石供給量見込729百万トン（2015年）
2007年比：2.6倍

ブラジル鉄鉱石供給量見込479百万トン（2015年）
2007年比：1.8倍※供給量はトータル
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出典：Macquarie Reseach,2010.3

世界の鉄鉱石供給量の見通し JFEの鉄鉱石輸入量の見通し
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２．国際戦略バルク港湾としての目的と目標

企業の取り組み状況
瀬戸内マックス

○最先端の製鉄技術力による鉄鋼の生産

○瀬戸内マックスの投入（ケープサイズの船幅
に比べて広く，浅い喫水でも大量の鉄鉱石の運
搬が可能）

○瀬戸内海環境修復技術の開発

船長３００ｍ

18.2m18.2m満載喫水

45m50m船幅

289m300m船長

175,000DWT208,000DWT載貨重量トン

ケープサイズ瀬戸内マックス諸元

瀬戸内マックスとケープサイズの船型比較

５



２．国際戦略バルク港湾としての目的と目標

福山港の目指すべき方向

瀬戸内海を満載で航行できる瀬戸内マック
スに対応した港湾

瀬戸内海を満載で航行できる瀬戸内マック
スに対応した港湾

水島港水島港

備讃瀬戸南航路
航路水深：-13m
航路幅 ：700m

備讃瀬戸北航路
航路水深：-19m
航路幅 ：700m

南北連絡航路
航路水深：-13m
航路幅 ：850m

備讃瀬戸東航路
航路幅 ：1400m

水島港内航路
航路水深：-16m
航路幅 ：450m福山港福山港 福山港本航路

航路水深：-16m
航路幅 ：350m

香川県 凡 例

-13～-19m

-19m以深

空積み

鉄鉱石輸入

瀬戸内マックス

満載喫水

18.2m

20万DWT

ボトルネックを解消ボトルネックを解消
６



３．政策実現のための方策

大型船舶に対応した港湾機能の拠点的確保 ○港湾施設の整備 ○規制緩和

・福山港本航路水深１８ｍ ＋ ・潮位利用

・専用岸壁水深２０ｍ (備讃瀬戸，港内)

○港湾施設の整備 ○規制緩和

・福山港本航路水深１８ｍ ＋ ・潮位利用

・専用岸壁水深２０ｍ (備讃瀬戸，港内)

潮位差を利用

（現況） （計画）福山港本航路

潮位差を利用

（現況） （計画）備讃瀬戸北航路

鉄鉱石積載量

約17万トン
鉄鉱石積載量

約20万トン

鉄鉱石積載量

約20万トン

鉄鉱石積載量

約17万トン

潮位差を利用
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３．政策実現のための方策

輸入の効率化のための企業連携の促進

○石炭も瀬戸内マックス等により輸入し、電力会社向けに取り扱うなど，コールセン
ターとして機能し、企業間連携が図られている

ＪＦＥスチールの石炭取扱量

石炭取扱量

8,454 9,198 9,060 8,706 8,106

1,948
2,004 2,233 2,176

1,509

220

384 239
231

137
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移入
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輸入

コールセンターとして機能
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３．政策実現のための方策

民の視点での効率的な運営体制の確立

ＪＦＥスチール

製銑部 原料工場

協力会社 業務内容

製鋼技術室製鋼部

工程部

総務部

（物流管制Ｃ）

総務室

㈱上組

主原料揚げ荷役

スラグ出荷荷役

㈱上組

日本通運㈱ 製品出荷荷役
（鋼管除く）

鋼管出荷荷役

副原料揚げ荷役

福山ﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽ㈱ 岸壁管理

船舶信号所

曳船・給油・給水他

※　出荷管理業務委託

　　　製品：ＪＦＥ物流

　　スラグ：ＪＦＥミネラル

※　船会社発注業務

環境　　
管理部

福山環境
防災室

西日本ｾﾞﾈﾗﾙ　　　
ｻｰﾋﾞｽ

保安（SOLAS対応）

○ＪＦＥスチール及びＪＦＥ関連会社が連携し，既に、効率的な運営
体制が確立されている
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船舶の運行効率改善のための制限の緩和等

港域の拡大港域の拡大

３．政策実現のための方策

潮位利用潮位利用

夜間航行夜間航行

高潮位となる時間帯に航行し，潮位分の増深効果を図
る

夜間航行を可能とし，滞船料のコスト削減を図る

水深の深い海域まで港域を拡大する等，既存の
錨地を増深化する整備コストの抑制を図る

輸送コスト・整備コストを抑制輸送コスト・整備コストを抑制

○潮位利用による緩和措置

○夜間航行の緩和措置

瀬戸内海（備讃瀬戸航路）瀬戸内海（備讃瀬戸航路）

福山港福山港

○港域の拡大
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３．政策実現のための方策

海域環境改善実証実験提案

浚渫土と製鋼スラグを混合させて海域環境を修復！浚渫土と製鋼スラグを混合させて海域環境を修復！

【実験事例】味野湾環境改善試験工事（国土交通省中国地方整備局）

○シルト系浚渫土砂の有効活用に係わる施工性を確認する目的で実施

○事前混合処理工、土運船運搬工、埋戻し工及び覆砂工を施工

岡山県

香川県
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４．国際バルク戦略港湾政策の効果

港湾整備に伴い大型船舶の満載化が図れることにより船舶の
航海数が削減されることにより
◆２０１５年：約２２億円
◆２０２０年：約４４億円の物流コストの削減が見込める

港湾整備に伴い大型船舶の満載化が図れることにより船舶の
航海数が削減されることにより
◆２０１５年：約２２億円
◆２０２０年：約４４億円の物流コストの削減が見込める

0 50 100 150 200 250

2020年

2015年

現状

輸送コスト（億円）

１００％
１００％

９０％
９０％

８０％
８０％

230億円

208億円

185億円

22億円/年削減

44億円/年削減

現在の
機能
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５．国際バルク戦略港湾政策の実現のための体制等

地理的優位性

○瀬戸内地域は，自動車メーカー，造船メーカー，産業機械メーカー等多くの製造業が集積

○瀬戸内をはじめ、全国各地の各メーカーに鉄鋼を供給

瀬戸内地域は多くの工業が集積

１３
※出典：中国地方整備局調べ

福山港
ＪＦＥスチール
中国電力 等

福山港
ＪＦＥスチール
中国電力 等
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JFE西日本製鉄所（福山地区）工場配置図

５．国際バルク戦略港湾政策の実現のための体制等

地理的優位性

原料輸入から製品出荷までの一貫体制

原
料
・
製
銑

製

鋼

圧

延

表
面
処
理
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５．国際バルク戦略港湾政策の実現のための体制等

国内用・輸出用商品岸壁

JFE西日本製鉄所（福山地区）工場配置図

L・Mバース：鉄鉱石
A・Bバース：石炭
各荷揚げ岸壁施設が近接しており，共有化できる

石炭運搬船 大型化に対応

連続バースによる効率的な荷役

効率よく各方面へ製品を供給可能

浚渫土処分場の確保

物理的優位性

出島（広島港） 貝野（尾道糸崎港）

干潟（広島県東部）

箕沖（福山港）

・広島港出島地区埋立地

・尾道糸崎港貝野地区埋立地

・広島県東部地区干潟形成候補地

・福山港箕沖地区埋立地

・浚土とスラグを活用する瀬戸内海環境改善

鉄
鉱
石

石
炭
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６．整備概要

完成目標年次 2020年度

最小の予算で最大の効果を発揮最小の予算で最大の効果を発揮

・福山港内（平均水面＋２．１ｍ）
・備讃瀬戸北航路（平均水面＋２．０ｍ）

整備施設

規制緩和

既存の専用岸壁- 20m 利用可能

-20m-18m-18m整備水深

岸壁泊地航路

潮位利用

※航路・泊地は航行安全委員会で検討していく中で，変更の可能性がある
１６


